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ClimateLaunchpadとは

世界最大の環境系ビジネス起業家育成コンぺ

欧州連合のEIT Climate-KICという
起業家育成プログラムの一環

ミッション
スタートアップ一つ一つから気候変動の課題を解決しよう

世界中の起業家が、気候変動の解決に大きな影響を与えるビジネス
を成功させることを支援します



“過去の参加者はこのコンペを「ビジネス
スクールを装った大会」と評価してくれま
した。私たちはグリーンなアイデアを持つ
人たちを、成功する起業家に育てます。”

Frans Nauta, ClimateLaunchpad 創業者



数値で見るClimateLaunchpadの実績 
3000+
グリーンビジネスのア

イディア

680+
チームのトレーニン

グを実施

56ヵ国

Global Grand 
Final 2020

7646
live views
68
ファイナリスト

4

104 記事の寄稿

47K フォロワー
7.5M超のリーチ 

7.8K フォロワー
2.6M インプレッション

4.7K フォロワー
133K インプレッション

3K  フォロワー

>184,000 HPへの訪問者



プログラムの仕組み
このコンテストは約6か月間、4つのラウンドに分かれています。

Round 1: ミニコース & ブートキャンプ (オンライン)
自分で行うオンラインのコース (MiniCourse)と半日を3日間行うブートキャンプで起業家として成功するための要素を学びます。

Round 2: 6回のコーチングセッションと 日本大会　(対面 ＆ オンライン)
6回のコーチングセッションを通じてナショナル・ファイナルに向けてピッチ（プレゼンテーション）を完成させていきます。
そして、日本のナショナル・ファイナルの上位 3位までのチームがアジア・リージョナル・ファイナルに進めます。

 

Round 3: アジア地域大会  (オンライン)
ナショナル・ファイナルの上位 3組が出場し、リージョナルにて上位 3組がグローバル・グランド・ファイナルに進めます。

Round 4: 世界大会 (オンライン)
リージョナル・ファイナルを勝ち残ったチームが世界の投資家や企業に向けてグローバル・グランド・ファイナルにてピッチ
（プレゼンテーション）します。
ここで上位3位の優勝者とテーマ別の優勝者が決まります。



● あなたのビジネスを成功に導く様々な知識やツールを得ることができます。

● 世界有数のコーチにコーチングされます。

● 日本のみならず、世界のパートナーや投資家とつながることができるため、過去の卒
業生はたくさん投資を得ることができました。

(例： 2019年度ファイナリスト, EF Polymerは4000万円を1年以内に獲得)

● メディアの露出も多い

● 日本、リージョナル、グローバルと登りつめると様々な賞品や賞金があります。

● EUのアクセラレータープログラムへの参加権が得られます。

応募するメリット



応募条件
気候変動に具体的な好影響を与えるグリーンビジネスのアイデアを持っている方な
らどなたでも応募できます:

●  既に起業している場合は
○ 起業から1年未満
○ 発売中の商品やサービスがない
○ 保有資金が20万ユーロ（約2800万円）未満

● メンバーの中で最低一人が英語でプレゼン、質疑応答が可能
 
● 日本に永住または2022年まで10月まで定住していること。

申し込み期限:  2023年5月30日（火） 



企業内起業家
企業は、ClimateLaunchpadを活用して、アイデアの検証を行うことができます。

企業内のトップイノベーターが新しいアイデアを試し、持続可能な新ビジネスを構想し
実現するための理想的な力試しの場です。

今すぐ社内でビジネスアイデアコンテストを開催して、Climate Launchpadに
ご応募ください。



ClimateLaunchpad 2023 スケジュール
3/13 申し込み開始

4/6 オランダ大使館にてキックオフイベント

5/30 　 申し込み締切

6/5-12  　 ミニコース 
6月-7月 　 ブートキャンプ

7月-8月 　 コーチングセッション（6回）

8/19 　 日本大会（ナショナル・ファイナル）

9月-10月 アジア地域大会（リージョナル・ファイナル）

12月        　 世界大会（グローバル・グランド・ファイナル）





適応と回復力 
気候変動は世界的な課題となっています。特に、気候
変動に対して脆弱な地域、コミュニティ、生態系があり
ます。

● 俊敏性、対応力、気候変動への回復力を高める
製品やサービスを提供するアイデアが求められて
います

● 気候のリスクと影響に関する教育ツール、この気
候の影響の影響を予防または軽減する技術や
ツール、あるいは地域のレジリエンスを促進する
ソリューションが必要です



循環型経済
循環型経済は、設計上、再生可能であり、ビジネス、社
会、環境に利益をもたらします。

● 持続不可能な資源や温室効果ガス排出から経済
成長を切り離すための革新的な技術

● 循環型経済の3つの原則は、廃棄物と汚染をなく
し、製品や材料を使い続け、自然システムを再生
させることです

つまり「取る・作る・捨てる」を無くすことです



都市向けソリューション
都市は世界の天然資源の75％を消費し、地球の半
分の廃棄物を出し、世界の温室効果ガス排出量の
60-80％を生み出しています。

● 都市環境を脱炭素のビーコンに変えるビジネス
アイデア

● また、気候変動に強い都市をターゲットに、猛暑
や都市型洪水の対策として、自然を利用した都
市インフラソリューションのイノベーションも求め
ています



クリーンエネルギー
エネルギー転換には、現在のシステムと将来のシス
テムの橋渡しをする必要があります。水力発電、バイ
オエネルギー、太陽エネルギー、風力エネルギーは、
古いシステムでは対応しきれない複雑な要素を含ん
でいます。

● 蓄電、スマートグリッド、風力・太陽光・バイオエ
ネルギーの統合を軸に発展させるアイデアが必
要です。

● 炭素回収、化学・工業プロセスにおけるCO2削
減、建築物における効率的なエネルギー利用

例: 再生エネルギーのアイディア



食糧システム
食糧生産は、大きな気候変動への影響を達成するた
めの重要な産業です。 

● 私たちは、気候変動に配慮した食糧生産への世
界的な移行を先駆的に進める新興企業に関心を
持っています。

● 新しい農業技術や食品イノベーションなど、この
分野における脱炭素化を実現し、より効率的で生
産性の高いものにする新しいアプローチ。

食料生産、農業、漁業の最適化、フードロスに

関するアイディア



持続可能なモビリティ
温室効果ガス排出量の29％が交通機関によるもので
あるなど、モビリティを通じて改善できるものはまだま
だ未知数です。

● クリーンエネルギーによるモビリティモデルへのシ
フトを促進するアイデア。

● 重点分野：バッテリー技術、自動車やその他の輸
送手段におけるスマートエネルギー管理システ
ム、再生可能エネルギーの利用、革新的なモビリ
ティソリューション、「モビリティ・アズ・ア・サービス
（MaaS)」



ブルーエコノミー
今年新たに加わったテーマ！

● コミュニティとともに生態系を再構築するアイデ
ア。

● 漁業、観光、海運などの伝統的な海洋産業から、
オフショア再生可能エネルギー、養殖、海底採
掘、海洋バイオテクノロジーなどの新しい活動ま
で、あらゆるものが対象です。



Why partner with ClimateLaunchpad?
1. イノベーションと斬新なアイディアへのアクセス 

○ グローバルなイノベーションアイディアと市場へのアクセス

○ 若手イノベーターへの直接的なアクセス

2. 企業のESGやサステナビリティイメージの向上

○ SDGsやESGを意識した企業というイメージの向上

○ 気候変動に積極的に貢献する

○ 国際的なブランド認知度の向上

3. テストベッドと自社社員への研修  
○ ブートキャンプのカリキュラムの利点 社内の能力開発

○ 自社で実施可能な新しいアイデア

4. グローバルなイノベーションコミュニティへの参加  
○ 社内のイノベーション文化の活性化

○ 大企業がスタートアップ文化の雰囲気を味わうことが可能

5. コラボレーションと投資の機会

○ 投資と戦略的協力の機会

○ 10年未満のスタートアップ企業への1億円以上の投資に対する経済産業

省の税制優遇措置

2021 ナショナル・ファイナルにおける審査員
石井芳明氏（  経済産業省） , 石倉洋子氏（  デジタル庁
デジタル監）、Patrick Newell (至善館大学院大学教授）



Our success story
一年目は成功裡に終えることが出来ました。

● リージョナルファイナルに出場した3チームのう
ち、ワタスミとFloatmealがグローバルグランド
ファイナルに進みました。

● Floatmealは「Next Big Thing」部門を受賞しまし
た。

● WatasumiとFloatmealはClimAccelerator 2022
に参加し、多くの資金調達と学習の機会に触れ
ることになります。

詳しくは、国内ファイナリストの一人であるアラネアか
らのメッセージでご確認ください!

http://www.youtube.com/watch?v=_xNNu90AJPM


Our success story continues
2022年のビデオをご覧ください：

1st Prize: Lupinus

3rd Prize: Innovare 2nd Prize: Greentopia

http://www.youtube.com/watch?v=EtjNejfKcr8


Testimonial: Richard Mayus, Greentopia 
Richard は、東京で水耕栽培のタワーを屋上に設置
し、野菜を栽培することを成功させ、ビジネスを拡大
しています。

http://www.youtube.com/watch?v=XXEB5GUrKIg


*A selection of global Fortune 500 companies who supported ClimateLaunchpad 

You are in good company



CLP 2022 Partners 
Premium Partner 

Venue/Prize Partners Event Support  

Supporting  Partners



Media Partnerships
◆　Mediagene  

メディアジーンは、ビジネスニュースメディア「Business Insider 
Japan」、テクノロジー・商品情報メディア「GIZMODO」、デジタル

マーケティングの現状を伝える「DIGIDAY【日本語版】」など、12
のメディアと3つのコマースブランドを運営しています。

◆　日経新聞（調整中）

◆　朝日新聞（調整中）

 



Partnership packages（日本国内向け）

享受できるサービス 5,000,000 JPY 2,000,000 JPY 1,000,000 JPY

EIT Kicによるスポンサーとしての社名掲載 y

ソーシャルメディア専用キャンペーン y

イントラプラナーチーム派遣の可能性 y

ブートキャンプのメンターやコーチを提供することが可能 y

イベントでの紹介 y y

ClimateLaunchpadを知るためのブートキャンプにご招待 y y

ClimateLaunchpadウェブサイトへの掲載 y y

自己PRやソーシャルメディアに使える情報パッケージの提供 y y

本選でのスピーチの機会 y y

PDIEグループのウェブサイトへのブランディングの掲載 y y y

全国決勝大会後のプレスリリースでの紹介 y y y

ClimateLaunchpad Japanのスライドに御社のブランドロゴの掲載 y y y

ClimateLaunchpad Japanのイベントでの貴社ブランドポスターの掲載 y y y



指名

● ClimateLaunchpad 2023 のアジア太平洋地域パートナーに指名

イメージとロゴ

● ClimateLaunchpad グローバル Web サイトのパートナー ブランディン
グ、リンク、およびプロフィール

● すべてのClimateLaunchpadのマーケティングとプロモーションに含める
● アジア太平洋地域 (約 10 か国) のすべての全国大会でロゴを使用

ブランディングとマーケティング

● パートナーシップとグローバルメディアへの配布を発表する公式プレスリ
リース

● ClimateLaunchpad のすべてのオンラインおよび印刷イベント マーケ
ティングへの組み込み (日付の招待状、電子メールのフッター、ニュース
レター、ClimateLaunchpad の最終レポートを保存する)

イベント参加

● アジア太平洋地域最大 4 か国で開催される国内最終イベントに従業員
を参加させる機会 (審査員、ゲスト スピーカーなど)

デジタルおよびソーシャル メディア

● ClimateLaunchpad SNS ページで 2 回 投稿

Asia Pacific Regiona Final

● スポンサーとして表彰する権利
● 審査員として参加



指名

● ClimateLaunchpad 2023 の公式パートナーに指名

イメージとロゴ

● ClimateLaunchpad グローバル Web サイトのパートナー ブランディン
グ、リンク、およびプロフィール

● すべてのClimateLaunchpadのマーケティングとプロモーションに含める
● アジア太平洋地域 (約 10 か国) のすべての全国大会でロゴを使用

ブランディングとマーケティング

● パートナーシップとグローバルメディアへの配布を発表する公式プレスリ
リース

● ClimateLaunchpad のすべてのオンラインおよび印刷イベント マーケ
ティングへの組み込み (日付の招待状、電子メールのフッター、ニュース
レター、ClimateLaunchpad の最終レポートを保存する)

● Climate Launchpadにビデオインタビュー掲載

デジタルおよびソーシャル メディア

● ソーシャル用のビデオ制作
● ClimateLaunchpad SNS ページで 7回 投稿
● EIT Climate-KIC ソーシャル メディア ページでの 7 回投稿

COP28

● スポンサーとして紹介
● 特定の部門の勝者に賞を授与するための表彰機会
● 審査員として参加
● スピーカーの機会 (例: パネル ディスカッションへのゲスト)

イベント参加など

● National Finalのイベントに従業員を参加させる機会（審査員やベストス
ピーカーとして）

その他のベネフィット

● 勝者に対するメンタリングの機会
● 過去の受賞者の紹介
● EIT CLimate-KICの主要メンバーと1時間の打ち合わせ機会







連絡先

日本事務局

一般社団法人PDIE Group 
Japan@climatelaunchpad.org

「小さなきっかけが大きな企業を生む
こともある」

      ~Demosthenes~ 

mailto:Japan@climatelaunchpad.org

